
　　

きむら ゆういちさん
［絵本・童話作家］

以前から小学校の国語教科書に採用されてきた『あらしのよるに』をはじめ、
数多くの絵本・童話を創作されてきた、きむらゆういちさん。ご自身
の学校での思い出とともに、自分を認められることの大切さ、図画工
作の指導をするときに心がけたいことについてお話いただきました。

「正解のある絵」を求められて
戸惑った小学校時代

　幼少から絵が好きだった私は、小学
校に行く前から絵画教室に通っていま
した。ところが入学後は、絵を描くこ
とが楽しくなくなってしまったのです。
　学校の教育は、「正しいこと」が最優先。
国語でも算数でも、「これが正解だ」と教
えられます。絵を描くことも例外では
ありません。「空は青色でしょう」「自転
車が空を飛ぶわけがないでしょう」と、
自由に描くことを止められた私は、ど
ういう絵を描けばいいか、わからなく
なってしまいました。
　このような指導を受けると、子ども
は絵を描くことが嫌いになり、やがて、

「大人が言うからこう描けばいいのだろ
う」という「正解のパターン」を覚えてい
きます。それによって、子どもが本来
もっている表現のユニークさや個性と
いったものが見えなくなっていきます。
　学校は教育の場で、成績をつける必
要があるとはいえ、非常に残念なこと
です。

子どもがほめてほしいことは
試行錯誤の過程にある

　中学３年生のとき、新聞に掲載され
た名画を見て再び絵に興味をもった私
は、高校生になって美術部を作ります。
そして、高校２年生のときに大きな転
機が訪れました。
　図書室に飾られた私の絵を見た１人
の先生が、廊下ですれ違いざま、「木村、

今度の絵、いいな」とほめてくださった
のです。その先生は、美術の担当でも、
学級担任でもありません。それなのに、
私の絵を認め、声をかけてくださいま
した。
　内気で自信のなかった私は、このと
き初めて「この世に生まれ、生きていて
いいんだ」という「切符」をもらったよう
な気持ちになりました。
　人にほめられ、認められるのはとて
も大事なこと。学校の先生には、図画
工作の指導において、評価よりまずは
その子が一生懸命に表現しようとして
いることを認めてあげてほしいです。
　そのためには、出来映えだけでなく、
制作過程をきちんと見る必要があります。
その子が何を考え、どう試行錯誤したか。
途中を失敗してボロボロな作品に仕上
がったとしても、そこに至ったストー
リーを見ていれば、必ずほめ所はある
はずです。子どもはそこを認めてほし
いのです。
　人は、認められるものが１つでもあ
ると、本当に前向きになるものです。

学ぶことには２つの役割がある

　自動車や携帯電話に搭載されている
ナビゲーションは、「目的地」を入力する
だけで、自動的に道案内をしてくれます。
ですが、いくら最新の機器でも、「現在地」
がわからなければ、道案内のしようが
ありませんよね。この「現在地」を把握
すること─つまり自分が「世界の」「時代
の」「社会の」どこにいるかをインプット
することが、学校の教育でいうと、歴

史や言語、科学など、教科の勉強です。
　一方、絵を描いたり、本を読んだり、
ものづくりをしたりして養われるのが、

「もしかしたらこんなことができるかも
しれない」と想像する力であり、時代を
変えていく力、「目的地」である未来を創
造する力です。
　このような力を訓練する材料として、
読書が活用できると思います。『あらし
のよるに』の1巻目を読んで、多くの子
どもたちが物語の続きを書いて送って
くれました。ヤギの気持ち、オオカミ
の気持ちを想像し、続きを自分で考え
て表現する。ぞれぞれが考えた内容に、
いい悪いはありません。
　「ただ１つの正しい答え」にこだわらず、
楽しんで一生懸命にやることを評価の
基準とすればいいのではないでしょうか。

「大人」と「子ども」の違いとは

　長年子どもの絵画教室を行ってきて
思うのは、子どもは、たとえ年齢や身長、
体重が大人の半分でも、人間としての
存在が「半分」なわけではないということ。
物語を作るときでも「こんなことを書い
ておけば子どもが喜ぶだろう」という姿
勢では、すぐに子どもに見抜かれてし
まいます。
　子どもと大人の間に明確な線引きは
できません。大人の心の中には「子ども
だった自分」がいるし、子どもの中にも

「大人の自分」がいる。
　だから、１人の人間として、子ども
と真剣に向き合うことが大切だと思い
ます。

きむらゆういち●東京都出身。多摩美術大学卒業。造形教育の指
導、テレビ幼児番組のアイディアブレーンなどを経て、絵本・童
話作家に。『あらしのよるに』（講談社）で講談社出版文化賞絵本賞、
産経児童出版文化賞などを受賞。絵本・童話創作に加え、戯曲や
コミックの原作・小説など広く活躍中。著書は 650 冊を超え、数々
のロングセラーは国内外の子どもたちに読み継がれている。また、
大人の創作絵本の教室「ゆうゆう絵本講座」の顧問も務めている。
http://www.kimura-yuuichi.com/ehonkoza/index.html

PROFILE

自由に絵を描き、本を読むことで
未来につながる力が養われます

インタビュー｜ 金丸敦子


